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民

主

党

の

代

表

選

挙

は

、

九

日

告

示

に

な

り

、

鳩

山

由

紀

夫

代

表

、

菅

直

人

幹

事

長

、

横

路

孝

弘

元

副

代

表

、

世

代

交

代

を

訴

え

る

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

員

の

四

人

が

立

候

補

し

、

全

国

遊

説

が

始

ま

っ

た

。

民

主

党

代

表

の

任

期

は

党

規

約

で

二

年

間

と

定

め

ら

れ

て

お

り

、

現

職

の

鳩

山

由

紀

夫

代

表

が

九

月

末

で

任

期

満

了

を

迎

え

る

た

め

、

代

表

選

挙

が

行

わ

れ

る

。

一

四

日

間

の

選

挙

運

動

期

間

中

に

全

国

各

地

で

立

会

演

説

会

等

を

行

い

、

九

月

二

三

日

(

月

・

祝

)

の

臨

時

党

大

会

で

投

開

票

が

行

わ

れ

る

予

定

だ

。

民

主

党

ら

し

く

さ

わ

や

か

に

、

党

の

幅

を

広

げ

国

民

有

権

者

に

期

待

感

を

与

え

る

よ

う

な

代

表

選

挙

と

し

た

い

。

 

  

ま

た

、

今

回

の

代

表

選

挙

で

は

初

め

て

、

一

般

党

員

・

サ

ポ

ー

タ

ー

の

郵

便

投

票

が

実

施

さ

れ

る

。

一

般

党

員

・

サ

ポ

ー

タ

ー

有

権

者

の

他

、

国

会

議

員

、

自

治

体

議

員

、

次

期

総

選

挙

公

認

予

定

候

補

者

が

そ

れ

ぞ

れ

ポ

イ

ン

ト

を

有

し

て

、

そ

の

合

計

得

票

の

過

半

数

を

獲

得

し

た

者

が

新

し

い

代

表

に

選

ば

れ

る

仕

組

み

で

あ

る

。

 

  

こ

こ

ま

で

に

至

る

過

程

で

は

、

様

々

な

動

き

が

あ

り

、

関

連

し

た

報

道

が

さ

れ

て

い

る

。

立

候

補

に

必

要

な

国

会

議

員

を

確

保

し

な

が

ら

中

野

寛

成

副

代

表

が

立

候

補

を

辞

退

し

て

鳩

山

氏

の

支

援

に

、

前

原

誠

司

氏

は

若

手

の

一

本

化

で

野

田

氏

の

支

援

に

回

り

、

松

沢

成

文

氏

や

河

村

た

か

し

氏

ら

は

、

二

〇

人

の

推

薦

議

員

を

集

め

る

こ

と

が

で

き

ず

立

候

補

を

断

念

し

た

。

 

  

民

主

党

は

野

党

第

一

党

で

あ

る

。

近

代

国

家

に

お

け

る

政

党

政

治

の

あ

り

様

か

ら

言

え

ば

、

野

党

第

一

党

の

国

民

に

対

す

る

最

大

の

責

任

は

、

政

権

与

党

が

間

違

っ

た

政

策

、

あ

る

い

は

政

権

運

営

を

行

っ

て

い

る

時

に

、

政

権

交

代

を

お

こ

な

い

、

正

し

い

政

策

、

正

し

い

政

権

運

営

を

す

る

こ

と

だ

。

野

党

第

一

党

の

党

首

は

次

期

総

理

大

臣

候

補

者

な

の

で

あ

る

。

 

  

日

本

に

お

い

て

は

、

長

い

間

、

与

党

内

(

自

民

党

)

で

の

擬

似

政

権

交

代

が

行

な

わ

れ

、

野

党

第

一

党

が

政

権

交

代

を

担

っ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

。

野

党

第

一

党

が

本

格

的

に

政

権

交

代

を

求

め

た

こ

と

も

な

い

。

戦

後

長

い

間

、

野

党

第

一

党

だ

っ

た

日

本

社

会

党

(

現

社

会

民

主

党

)

は

、

定

数

の

過

半

数

の

候

補

者

を

立

て

た

こ

と

も

な

か

っ

た

。

過

半

数

の

候

補

者

す

ら

立

て

ら

れ

な

い

政

党

が

政

権

交

代

を

叫

ん

で

も

、

国

民

は

ピ

ン

と

こ

な

い

し

本

気

に

し

な

い

。

し

た

が

っ

て

政

権

交

代

が

実

現

す

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

 

  

こ

の

十

年

は

、

政

治

に

と

っ

て

ま

さ

に

激

動

の

十

年

だ

っ

た

。

九

三

年

八

月

、

戦

後

五

〇

年

ぶ

り

の

非

自

民

細

川

護

煕

内

閣

が

八

党

派

の

参

加

で

成

立

し

た

後

、

九

四

年

六

月

に

自

民

・

社

会

・

さ

き

が

け

の

村

山

内

閣

で

自

民

党

は

政

権

に

復

帰

し

た

。

そ

の

後

、

九

四

年

一

二

月

に

新

進

党

が

結

党

さ

れ

、

阪

神

神

戸

大

震

災

後

九

六

年

一

月

の

橋

本

内

閣

成

立

後

、

九

六

年

九

月

「

未

来

か

ら

の

風

で

あ

り

た

い

」

―

そ

ん

な

理

想

を

抱

い

て

、

第

一

期

民

主

党

は

衆

参

両

院

の
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三

七

人

に

よ

っ

て

結

成

さ

れ

、

鳩

山

・

菅

の

両

代

表

制

で

ス

タ

ー

ト

し

た

。

 

  

五

五

年

体

制

以

降

、

本

格

的

に

政

権

交

代

を

め

ざ

し

た

日

本

で

初

め

て

の

政

党

は

新

進

党

だ

っ

た

が

、

九

七

年

暮

れ

に

解

党

。

七

つ

の

新

た

な

政

党

が

次

々

に

立

ち

上

が

る

こ

と

に

な

る

が

、

そ

の

一

部

が

旧

・

民

主

党

に

合

流

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

九

八

年

四

月

新

・

民

主

党

が

成

立

す

る

。

自

民

党

か

ら

の

政

権

交

代

を

め

ざ

し

て

菅

直

人

氏

が

新

・

民

主

党

の

代

表

に

就

任

し

た

。

そ

の

後

、

代

表

が

鳩

山

由

紀

夫

現

代

表

に

交

代

し

、

二

回

の

参

議

院

選

挙

、

一

回

の

総

選

挙

を

経

て

衆

参

両

院

議

員

一

八

三

人

の

野

党

第

一

党

の

地

位

を

獲

得

し

た

。

 

  

年

間

の

自

殺

者

は

中

高

年

令

者

を

中

心

に

三

万

人

以

上

、

失

業

者

は

三

百

五

十

万

人

を

超

え

る

。

い

ま

日

本

の

国

民

は

、

激

し

い

「

痛

み

」

を

味

わ

っ

て

い

る

。

一

方

で

国

会

で

は

、

公

共

事

業

や

Ｏ

Ｄ

Ａ

を

め

ぐ

る

口

利

き

疑

惑

な

ど

で

自

民

党

議

員

が

次

々

に

辞

職

し

て

行

く

。

小

泉

首

相

が

変

え

る

と

明

言

し

て

い

た

は

ず

の

古

い

自

民

党

の

利

権

構

造

や

金

権

体

質

は

、

何

も

変

わ

っ

て

い

な

い

。

機

密

費

や

調

査

活

動

費

と

い

っ

た

「

裏

金

」

は

使

い

放

題

で

、

Ｂ

Ｓ

Ｅ

対

策

に

失

敗

し

た

官

僚

も

退

職

金

を

割

り

増

し

で

も

ら

え

る

よ

う

な

「

官

僚

天

国

」

に

も

何

ら

の

メ

ス

も

入

れ

ら

れ

て

い

な

い

。

 

  

こ

の

日

本

を

未

来

に

希

望

の

も

て

る

国

に

改

革

し

て

い

く

た

め

に

は

、

政

権

交

代

と

い

う

政

治

の

大

き

な

転

換

が

必

要

だ

。

そ

れ

が

次

の

衆

議

院

選

挙

で

出

来

る

の

か

ど

う

か

が

問

わ

れ

て

い

る

。

野

党

第

一

党

で

あ

る

民

主

党

の

代

表

と

い

う

の

は

、

そ

う

い

う

意

味

で

大

き

な

役

割

が

あ

る

。

い

ま

国

民

は

、

将

来

に

相

当

深

刻

な

不

安

を

持

っ

て

い

る

。

日

々

の

暮

ら

し

に

も

不

安

を

持

っ

て

い

る

。

ま

た

そ

の

不

安

を

取

り

除

い

て

、

新

し

い

日

本

を

創

る

た

め

に

は

、

相

当

思

い

切

っ

た

改

革

が

必

要

だ

。

し

か

し

残

念

な

が

ら

、

こ

れ

ま

で

の

自

民

党

政

権

で

は

、

本

当

の

改

革

も

で

き

な

い

し

、

そ

う

い

う

国

民

の

不

安

に

対

し

て

も

答

え

が

で

な

い

こ

と

は

小

泉

内

閣

一

年

六

か

月

の

政

権

運

営

で

明

ら

か

に

な

っ

た

。

 

  

残

念

な

が

ら

、

民

主

党

は

充

分

に

国

民

の

信

頼

を

勝

ち

得

て

い

な

い

。

広

く

都

市

の

保

守

層

及

び

地

方

の

有

権

者

の

強

い

支

持

を

得

て

、

民

主

党

を

拒

否

し

て

い

な

い

「

理

解

者

」

を

民

主

党

政

権

の

「

支

持

者

」

に

変

え

る

た

め

に

は

、

現

実

的

・

具

体

的

で

即

効

性

の

あ

る

政

策

を

分

か

り

や

す

く

打

ち

出

す

体

制

、

言

い

か

え

れ

ば

政

権

担

当

能

力

あ

り

と

認

め

ら

れ

る

体

制

が

必

要

だ

。

 

  

世

論

調

査

が

国

民

の

意

思

を

す

べ

て

表

し

て

い

る

と

は

思

わ

な

い

。

し

か

し

、

「

民

意

の

行

方

」

が

ど

の

辺

に

あ

る

の

か

を

知

る

の

に

は

き

わ

め

て

重

要

な

指

標

で

あ

る

。

最

近

の

各

種

の

世

論

調

査

に

よ

れ

ば

、

民

主

党

代

表

に

ふ

さ

わ

し

い

人

物

と

し

て

、

有

権

者

全

体

で

は

四

四

％

が

、

民

主

党

支

持

者

で

は

六

六

％

が

菅

直

人

幹

事

長

の

名

前

を

あ

げ

、

他

の

候

補

者

を

圧

倒

し

て

い

る

。

世

論

調

査

で

事

前

に

こ

れ

ほ

ど

の

大

差

の

つ

い

た

選

挙

の

結

果

が

、

ど

の

よ

う

な

も

の

に

な

る

の

か

有

権

者

は

注

視

し

て

い

る

に

違

い

な

い

。

 

  

民

主

党

代

表

選

挙

の

ル

ー

ル

は

、

一

八

三

人

の

国

会

議

員

に

二

票

で

全

体

の

四

五

％

、

八

三

人

の

次

期

総

選

挙

公

認

予

定

候

補

者

に

一

票

で

一

〇

％

、

一

八

〇

〇

人

の

自

治

体

議

員

全

体

で

六

％

、

そ

し

て

一

般

党

員

・

サ

ポ

ー

タ

ー

全

体

で

三

九

％

が

割

り

当

て

ら

れ

て

い

る

。

何

事

に

も

ル

ー

ル

が

あ

り

、

そ

の

ル

ー

ル

で

選

出

さ

れ

る

代

表

が

正

当

な

代

表

に

違

い

な

い

。

先

の

ア

メ

リ

カ

大

統

領

選

挙

で

も

、

全

体

の

獲

得

得

票

と

選

挙

人

獲

得

が

異

な

っ

た

が

、

各

州

勝

利

者

が

総

取

り

す

る

と

い

う

ル

ー

ル

が

あ

る

以

上

、

ア

メ

リ

カ

国

民

全

体

の

意

思

と
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は

異

な

り

、

選

挙

人

を

多

数

獲

得

し

た

ブ

ッ

シ

ュ

が

勝

利

者

と

な

っ

た

。

 

  

次

の

民

主

党

代

表

は

、

来

る

べ

き

総

選

挙

で

有

権

者

の

支

持

と

信

頼

を

獲

得

し

て

民

主

党

を

勝

利

さ

せ

、

政

権

交

代

を

実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

の

と

き

に

大

切

な

の

は

、

国

民

が

民

主

党

の

代

表

と

し

て

誰

が

ふ

さ

わ

し

い

と

見

て

い

る

か

と

い

う

こ

と

で

は

な

い

の

か

。

民

主

党

代

表

選

挙

は

、

一

四

日

間

の

選

挙

運

動

期

間

中

に

全

国

各

地

で

立

会

演

説

会

等

を

行

い

、

二

三

日

の

臨

時

党

大

会

で

投

開

票

が

行

わ

れ

る

。

党

内

だ

け

で

行

な

わ

れ

る

選

挙

だ

が

、

二

年

以

内

に

は

確

実

に

行

な

わ

れ

る

だ

ろ

う

国

民

を

有

権

者

と

す

る

本

当

の

選

挙

の

「

民

意

の

行

方

」

を

見

き

わ

め

て

、

民

意

の

行

方

を

過

た

な

い

よ

う

な

代

表

選

挙

と

し

た

い

も

の

だ

。
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新
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